
  実り多き秋に向けて                   教務主任 見上  穣 

歴史的な猛暑となった夏が過ぎ、少し冷えた空気が心地よい時期となりました。いよいよ秋本番。この

季節は、いろいろなことに集中して取り組むことに適した時期で、芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋、

紅葉の秋……と、各ご家庭でさまざまなことが行われることとと思います。 

コロナ禍以前の学校に戻り、早半年が過ぎようとしています。今までさまざまな制約を受けてきた子ど

もたちですが、今年度、その鬱憤を晴らすかのように積極的に対外行事等にも参加しています。６月に行

われた「運河ロードレース大会」には２０名程の児童が参加し、自分の記録を少しでも速くするため、放

課後練習にも積極的に参加していました。また、７月末の「潮ねりこみ」にも１００名程の大梯団を組

み、元気のよいかけ声をかけながら歩き切ることができました。その他にも、オタモイ町会秋祭りの協力

要請にも、４年生以上の多数の児童が積極的に応え、元気よくよさこい

ソーランを披露してくれました。さらに、１１月に開催される音読カッ

プにも多くの児童の応募がありました。 

このように、たくさんの児童が学校生活以外にも活躍する場面が見ら

れたことは、子どもたちのやる気だけではなく、保護者の皆様のご協力

があったおかげに他ならず、ご協力に感謝しています。 

 

さて、秋の取組の中の一つにある「読書の秋」。古代中国の詩人、韓愈（かんゆ）が息子に対して「灯

火親しむべし（燈火稍可親）」という詩を詠みました。「涼しく夜の長い秋の夜は灯火の下で読書をする

のに適している」ということで、親として、息子に対して、学問には読書が一番であり、読書をしなさい

という意味を込めて詠んだそうです。 

人間の脳は温度に影響されやすく、涼しいと感じる方が脳は活発に動きます。だから、本を読むのには

ちょうど適した季節というわけです。また、ある脳科学者は「本を読むと頭が良くなる」と語っていま

す。その他にも、読解力やコミュニケーション能力、論理的思考力等が身につくとも言われています。 

現在は、テレビやゲーム、スマートフォンなど、読書以外に子どもを魅了するものがたくさんありま

す。しかし、時間を有効活用することで上手に共存できる方法を探ってみるのはどうでしょうか？ 

日頃から本に親しむことができるよう身近な所に本を置いたり、保護者の皆様が子どもの時に読んだ本

を紹介することで、読書を始めるきっかけになるかも知れません。忙しい毎日を過ごす中で、隙間時間に

本を楽しんでみるのもよいかも知れませんね。 

 

 



 １０月２３日（月）は開校記念日でお休みとなりま

す。幸小学校は、昨年開校５０周年を迎えた、市内で

は比較的新しい学校です。隣の長橋小学校は、今年が

開校１００周年ですので、ちょうどその半分となりま

す。 

 市内には開校１５０周年を数える学校も数多くあり

ますので、学校としての歴史は浅いですが、この幸地

区は、「子どもたちのために」という強い思いを持

ち、それを次々に実行していく大人たちがたくさんい

る温かい地域です。これらを次の世代に受け継ぎ、さ

らにすばらしい学校・地域にしていけるよう頑張りま

す。 
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幸小学校５１歳の誕生日（開校記念日） 

水泳学習 全日程を終了 
 １学期から実施していた水泳学習ですが、９月６日

で今年度の全日程を終了しました。各学年２回ずつの

水泳学習に加え、５年生は、向井流水法会の方々を講

師にお招きして、小樽市指定無形文化財の指定を受

け、日本泳法の１つである「向井流水法」を体験する

事ができました。また、6年生では、小樽市消防本部

の水難救助隊の方々を講師にお招きして、水の事故か

ら身を守るための着衣水泳講習会も実施する事ができ

ました。幸小ハッピーボランティアの方々を始め、保

護者の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

プロのパティシエによる食育授業 
 小樽商工会議所による「知産志食」事業（地元の農

水産物、加工品をもっと知り、もっと身近に感じる）

の一環として、市内で「ル・キャトリエム」を経営

し、パティシエである漆谷寿昭氏をお招きして、６年

生を対象に、「後志産ブルーベリーのババロア」の作

り方を教えていただきました。授業の中では、ブルー

ベリーに砂糖をかけて熱することで、浸透圧により果

汁が出てくることや、酸性のブ

ルーベリーにアルカリ性のレモ

ン汁を加えることで、色が変わ

ることなど、専門的知識を交え

ながらも、楽しくわかりやすく

実演していただきました。  

 「小樽のガラス」をよく知ってもらうために、小樽市が毎年小学校を卒業する全児童を対象にして行って

いるガラス製作体験が、本校でも実施されました。当日は、6年生が市内４つの工房に分かれて、思い思い作

品を製作しました。講師を務める職人の方の説明に沿ってガラス玉を膨らませたり、専用の道具で形を整え

るなど、緊張しながらも貴重な体験をすることができました。 

 世界に一つだけのグラスでいただく飲み物は、きっと世界一の味がするでしょうね。みんな完成品が届く

日を心待ちにしているところです。 

6年生ガラス製作体験 


